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広島県監査委員に選任、６月補正予算等が成立

広島県議会議員   ２０２５年夏季号 [広島市西区版]

副議長選挙を行う様子

６月２３日から７月１日まで広島県議会６月定例会が行われ、

LPガス料金高騰に対する支援や産科医療提供体制を確保す

るための予算等、総額２４億７，１９１万円の６月補正予算等に

ついて審議を行った結果、可決成立しました。ふくち基弘が所

属する民主県政会からは、金口巌議員（尾道市）が一般質問を行

い、県政の課題を質しました。また湯﨑知事から、広島県監査

委員として森川家忠議員とふくち基弘を選任することについて

同意を求める議案が提案され、全会一致で同意されたことか

ら、ふくち基弘は広島県監査委員に選任されました。

さらに沖井副議長から辞職願が提出され、選挙の結果、山下智之氏が第１１５代副議長に就任しました。常

任委員会委員や特別委員会委員の選任も行われ、ふくち基弘は警察・商工労働委員会委員、若者減少・少

子化対策特別委員会委員、広島都心エリア活性化推進特別委員会委員に選任されました。

金口巌議員（尾道市）

（質問） 本県中小企業の賃上げの現

状をどう受け止めているのか、より踏み

込んだ対策を講じる必要は。

（答弁） 本県中小企業の賃上げの状

況は、大企業との賃金格差は拡大し物

価上昇に追いついていない。賃上げ原

資の確保に向け適切な価格転嫁の促

進と生産性向上による収益力の強化が

重要。企業収益の向上につながる取組

を着実に進めるとともに、賃上げの後

押しを強化できる新たな取組を必要に

応じて実施していくことにより、中小企

業の賃上げにつなげてまいりたい。

令和７年度６月補正予算の概要
LPガス料金高騰・特別高圧電気料金高騰に対する支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６億３６００万円

高等学校の授業料負担の軽減や学用品等の教育費負担に対する支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７億８２００万円

災害時の歯科医療体制確保のため、避難所における歯科医療等に必要な器具・機材の整備・・・・・・・・・・・・・・１９００万円

地域の産科医療提供体制確保のため分娩取扱施設の少ない地域における施設の運営を支援・・・・・・・・・・・・・２３００万円
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県の機関での虚偽文書作成に関する調査状況等について

身の回りに不安を感じることや困っていることなどがありますか？
□ある 内容（ ）
□ない

７月２０日投開票の参議院議員選挙の結果について、どう思いますか？
□よかった □どちらかといえばよかった □どちらともいえない
□よくなかった □どちらかといえばよくなかった
□その他  （ご意見等がございましたらご記入ください）

 

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

生活福祉保健委員会で要望
生活福祉保健委員会の中で、広島県立病院機構の中期計画に関連し

て、今年度から計画的に医師確保や派遣医師の環境整備を進めること、

緩和ケア病棟を存続させることなどを求めました。また、共働き世帯が増

加する中、男女がともに主体的に家事・育児に参画する意識を持ち、実

践していくよう、「広島県男性の家庭生活における活躍の推進に関する

条例（仮称）」についてしっかり検討するよう要望しました。

広島県の機関である西部建設事務所呉支所において、災害復旧事業に関する設計変更協議について事実で

はない協議録を作成していた疑いがあることを受けて調査等を進めており、原因究明と再発防止に向けた調査

チームが設置されました。調査等を進めた結果、虚偽の協議録２０件（うち協議内容が事実でないもの１３件、協

議日や協議者が事実でないもの７件）が確認されました（下表のとおり）。今後、調査結果をふまえて再発防止策

（案）を作成し、第三者から意見を聴取したうえで、再発防止策を決定することとしています。

H30 2,523 8

R１ 93 76

R２ 347 119 36 16 6 7

R３ 938 145 29 7 7

R４ 76 101 2

R５ 75 65

R６ 120 57

合計 4,172 571 67 23 13 7

県全体の
災害発生件数

年度

設計変更協議件数

協議内容が事実で
はないもの

協議日や協議者が
事実ではないもの

うち虚偽の協議録
うち呉支所分うち協議録添付県分全体

広島県では障がいの有無にか

かわらず、誰もが安心して暮ら

せる共生社会の実現に向けて、

「広島県手話言語条例」（仮称）

と「広島県障害者情報アクセシ

ビリティ・コミュニケーション施策

推進条例（通称）」（仮称）の制定

を目指して検討を進めており、

素案が取りまとめられました。パ

ブリックコメントの実施を経て９

月定例県議会に議案が上程さ

れ、可決されれば本年１１月１日

に施行される予定です。
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